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頭痛について

主に日本頭痛学会のガイドライン 

「慢性頭痛診療ガイドライン2013」 

を参考にお話しします。 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産業衛生的な意義
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慢性頭痛

断続的に頭痛が生じる状態が
１ヶ月以上継続する


いわゆる「頭痛持ち」
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頭痛の分類

一次性頭痛


二次性頭痛


さまざまな全身性疾患による
頭痛
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一次性頭痛

慢性頭痛と言われるものの大半


勤労者ではごくありふれた疾患


市販薬(OTC)が巷に溢れている
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しかし市販薬で有効か？

一次性頭痛は何種類かの病態がある


正しい鑑別診断で適切な対応が必要


特に片頭痛については新しい知見が 

次々とあり、治療薬の選択肢が増えて
いる
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一次性頭痛

片頭痛


有病率は８.４％、２０～４０台女性で多い


緊張性頭痛


群発頭痛
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頭痛の問診
• 発症は突然？


• 頭痛の部位は？


• 拍動性(ズキンズキン)?


• どれくらい痛い?


• 持続時間は？


• 頻度は？


• 誘因は？


• 随伴症状は？
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片頭痛
発症は突然


前駆症状を伴うものと 

伴わないものがある


頻度は比較的少ない 

(月に１～２回)


持続時間は４～７２時間


  片側・拍動性頭痛


発作中は嘔気あるいは過
敏症が多い
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誘発・増悪因子

精神的因子：精神的緊張、ストレス、疲労、
睡眠(過多あるいは不足)


内因性：月経周期


環境因子：天候の変化、温度差、旅行、臭い
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群発頭痛
極めて強い片側性の眼窩周囲あるいは側頭部の頭痛


流涙、鼻汁、目の充血などを伴う


1日に何度も繰り返す


有病率は偏頭痛よりも低い


２０～４０代の男性に多い
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緊張性頭痛
発症時間が曖昧


それほど活動に影響はな
い


頻度は多く、連日の場合
もある


両側性で非拍動性


数日に及ぶ場合がある


頭部のどこかに圧痛点が
ある事が多い


一次性頭痛の中で一番多
い
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職場で多い緊張性頭痛
VDT障害


パソコンでの入力業務など


作業環境管理


パソコンディスプレイの位置は適切か？


作業管理


作業の時間管理


衛生管理


視力の測定
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職場での頭痛実態

演者の職場での調査

女性の半数以上が頭痛薬を常備


男性の約3割、女性の約6割が頭痛持ち


女性で頭痛のある人の6割近くが片頭痛 

（男性では3割程度)


その他の頭痛(多くは緊張性頭痛と考えられる)


男性頭痛の7割、女性頭痛の4割
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職場での慢性頭痛の問題

作業効率の悪化


薬物依存の問題


うつ病が背景に存在したり 

結果としてうつ病が発症したり
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頭痛の対策

専門医(神経内科)での確定診断


適切な頭痛薬や生活指導


特に筋緊張性頭痛では職場での 

作業管理が重要

17

二次性頭痛

一般的には今まで経験したことのないような
頭痛であり、特に重大な疾病の前兆の場合も
ある


知識として職場の人に知らしめること
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二次性頭痛を疑う
今まで経験したことのない頭痛


いつもと様子の異なる頭痛


頻度と程度が増してゆく頭痛


５０歳以上に初めて出現した頭痛


突然の頭痛(雷鳴性頭痛)


神経脱落症状を伴う頭痛


癌や免疫不全の病態を有する者の
頭痛


精神症状を有する者の頭痛


発熱・頚部強直をともなう頭痛
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特に危険な頭痛
雷鳴性頭痛


くも膜下出血症例の約2割に前駆の症状


麻痺や感覚障害を伴う頭痛


脳出血、あるいはまれに脳梗塞


発熱を伴う頭痛


髄膜炎


進行する頭痛


脳腫瘍など
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